
資
料
紹
介

尾
崎
士
郎
　
愛
知
二
中
学
友
会
報
寄
稿
文

都

築

久

義

　
愛
知
県
立
岡
崎
高
等
学
校
は
、
昨
年
（
昭
和
六
十
一
年
）
創
立
九

十
周
年
を
迎
え
、
同
校
の
記
念
事
業
実
行
委
員
会
は
、
卒
業
生
で
あ

る
尾
崎
士
郎
の
文
学
碑
と
校
歌
碑
を
校
内
に
建
て
、
　
『
噸
㎜
匹
判
岡

崎
高
校
九
十
年
史
』
を
編
纂
し
た
。
学
校
史
編
集
委
員
会
は
、
そ
の

資
料
と
し
て
旧
制
中
学
時
代
に
発
行
さ
れ
て
い
た
学
友
会
誌
を
集
め

た
が
、
そ
の
な
か
に
尾
崎
士
郎
の
在
学
中
（
明
治
四
十
三
年
四
月
か

ら
大
正
五
年
三
月
）
に
発
行
さ
れ
た
も
の
が
二
冊
あ
っ
た
。
そ
こ
で

編
集
委
員
会
の
ご
好
意
を
得
て
、
尾
崎
士
郎
の
同
誌
へ
の
寄
稿
文
を

紹
介
す
る
が
、
二
冊
の
う
ち
大
正
四
年
四
月
十
二
日
発
行
の
『
学
友

　
両
公
記
念
号
』
は
、
徳
川
家
康
・
本
多
忠
勝
の
三
百
年
祭
記
念
号

で
あ
る
た
め
、
通
常
の
学
友
会
誌
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
号
は
わ
た

し
自
身
も
す
で
に
入
手
し
て
い
て
、
た
び
た
び
拙
稿
に
引
用
し
て
き

た
が
、
同
号
の
「
徳
川
家
康
公
論
」
は
、
初
見
の
学
友
会
誌
の
尾
崎

の
論
文
と
も
関
連
が
深
い
の
で
、
こ
こ
に
全
文
を
再
録
し
紹
介
し
て

お
く
。

　
初
見
の
大
正
元
年
度
の
『
学
友
会
報
』
は
、
発
行
日
が
大
正
二
年

三
月
二
十
日
、
発
行
所
は
愛
知
県
立
第
二
中
学
校
学
友
会
と
な
っ
て

い
る
。
巻
頭
に
勅
語
を
置
き
、
次
頁
に
綾
部
直
熊
会
長
（
校
長
）
、

そ
の
後
に
第
十
三
回
卒
業
生
、
剣
道
部
と
柔
道
部
の
活
動
風
景
の
写

真
が
続
く
。
本
文
は
最
初
に
校
長
の
論
説
（
「
処
世
の
要
義
」
）
、

次
に
教
員
（
三
人
）
執
筆
の
片
玉
欄
、
生
徒
の
作
品
は
雑
輯
・
文
苑
・

紀
行
・
韻
文
欄
に
載
り
、
校
録
・
部
録
と
い
っ
た
学
校
行
事
や
ク
ラ

ブ
活
動
記
録
も
出
て
い
る
。
最
後
に
十
二
頁
に
わ
た
っ
て
明
治
天
皇

御
製
が
掲
げ
て
あ
る
の
が
、
時
代
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
。
な
お
、
大

正
元
年
度
は
尾
崎
士
郎
に
と
っ
て
は
第
二
学
年
で
あ
る
。
明
治
四
十

三
年
四
月
の
入
学
だ
か
ら
第
三
学
年
の
は
ず
で
あ
る
が
、
入
学
し
た

年
は
落
第
し
て
進
級
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
翌
四
十
四
年
に
一
年

生
を
や
り
直
し
て
い
る
。
本
誌
に
登
場
す
る
筆
名
は
、
本
名
の
尾
崎
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士
郎
の
ほ
か
に
、
尾
崎
士
朗
、
尾
崎
四
郎
を
使
っ
て
い
る
が
理
由
は

わ
か
ら
な
い
。
目
次
と
も
一
致
し
て
い
る
か
ら
誤
植
や
ミ
ス
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　
尾
崎
士
郎
が
同
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
の
は
、
雑
輯
に
「
佛
」
、
紀

行
に
「
浜
名
湖
」
、
韻
文
に
短
歌
・
俳
句
各
四
首
で
あ
る
。
部
録
の

う
ち
学
芸
部
の
項
目
に
、
演
説
練
習
会
の
演
題
や
大
会
の
成
績
が
載
っ

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
第
一
学
期
第
一
回
（
四
月
十

八
日
、
弁
士
四
人
）
は
、
「
光
陰
」
、
第
二
回
（
五
月
干
三
日
）
は

「
当
日
は
弁
士
の
出
演
頻
る
多
く
」
と
あ
っ
て
尾
崎
の
名
前
は
な
い
。

第
三
回
（
五
月
二
十
三
日
、
弁
士
十
一
名
）
は
「
剛
健
不
屈
の
精

神
」
、
五
月
二
十
七
日
は
海
軍
記
念
日
の
式
典
の
あ
と
春
季
大
口
演

会
が
行
わ
れ
、
尾
崎
士
郎
は
二
等
賞
に
入
賞
し
て
い
る
。
演
題
は
第

三
回
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
学
期
も
第
一
回
練
習
会
（
十
月

三
日
、
弁
士
六
名
）
や
秋
季
大
会
（
十
一
月
二
十
七
日
）
が
行
わ
れ

た
が
、
な
ぜ
か
尾
崎
士
郎
の
名
前
は
見
あ
た
ら
な
い
。
ほ
か
に
大
正

元
年
度
（
大
正
二
年
一
月
十
六
日
挙
行
）
学
芸
競
技
会
受
賞
者
名
簿

に
も
、
二
、
三
年
級
作
文
科
の
と
こ
ろ
に
二
等
賞
、
尾
崎
士
郎
・
大

須
賀
健
治
と
出
て
い
る
。
こ
の
競
技
会
は
国
語
・
漢
文
・
習
字
・
地

理
・
幾
何
と
い
っ
た
各
教
科
目
ご
と
に
実
施
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　
さ
て
、
同
誌
の
寄
稿
文
の
中
で
目
を
引
く
の
は
、
雑
輯
欄
の
「
悌
」

で
あ
る
。
尾
崎
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
「
コ
ル
シ
カ
の
一
角
に
立
つ
て
、

遙
か
の
天
を
望
ん
で
嘆
じ
且
罵
つ
た
声
を
聞
い
て
は
只
感
慨
無
量
ー
・

英
雄
の
末
路
が
如
何
に
悲
惨
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
を
思
は
せ
て
、
思

は
ず
知
ら
ず
暗
涙
に
咽
ば
し
む
る
。
実
に
英
雄
の
末
路
は
悲
惨
で
あ

る
」
と
書
い
て
い
て
、
一
方
、
第
四
学
年
の
時
の
「
徳
川
家
康
公
論
」

で
も
「
私
情
を
以
て
論
ず
れ
ば
家
康
は
、
最
も
好
ま
ざ
る
英
雄
な
り
。

何
と
な
れ
ば
、
其
波
瀾
少
き
事
に
於
て
、
其
末
路
の
悲
惨
な
ら
ざ
る

事
に
於
て
、
同
情
す
可
く
欣
慕
す
可
き
点
の
甚
だ
勘
少
な
れ
ば
な
り
」

と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
尾
崎
に
と
っ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン

は
、
末
路
が
悲
惨
で
あ
っ
た
が
故
に
好
ま
し
い
英
雄
で
あ
り
、
徳
川

家
康
は
末
路
が
悲
惨
な
ら
ざ
る
事
に
お
い
て
”
最
も
好
ま
ざ
る
英

雄
”
だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
英
雄
観
と
い
う
よ
り
人
間
観
は
、
中
学
校

の
二
年
生
の
時
も
四
年
生
の
時
も
変
わ
っ
て
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で

な
く
、
尾
崎
の
生
涯
を
通
し
て
一
貫
し
て
い
た
。

　
と
く
に
尾
崎
士
郎
の
家
康
嫌
い
は
顕
著
で
、
戦
後
の
山
岡
壮
八
の

『
徳
川
家
康
』
が
ブ
ー
ム
を
よ
ん
だ
と
き
も
、
家
康
嫌
い
の
弁
を
雑

誌
に
書
い
て
水
を
さ
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
彼
の
歴
史
小
説

の
な
か
に
は
家
康
を
主
人
公
に
し
た
も
の
は
な
く
、
最
初
に
筆
を
執
っ

た
歴
史
小
説
が
、
都
新
聞
に
連
載
し
た
「
石
田
三
成
」
　
（
昭
和
十
三

年
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
端
的
に
現
れ
て
い
よ
う
。
「
彼
の
生
涯
を
探

り
て
、
革
命
的
、
反
逆
的
の
行
為
は
毫
も
見
出
す
能
は
ず
。
然
り
。

彼
は
熱
血
的
英
雄
に
は
あ
ら
ざ
り
き
。
彼
は
詩
的
英
雄
に
は
あ
ら
ざ

り
き
」
が
故
に
家
康
を
好
ま
な
か
っ
た
尾
崎
は
、
自
ら
の
生
き
方
を

革
命
的
、
反
逆
的
行
為
に
求
め
、
熱
血
的
、
詩
的
情
熱
に
身
を
焼
や

一36一



し
、
文
学
に
お
い
て
も
そ
う
い
う
人
物
と
行
動
に
興
味
を
寄
せ
て
描

き
続
け
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
悌
」
と
「
徳
川
家

康
公
論
」
に
、
尾
崎
士
郎
の
人
間
認
識
の
原
点
が
う
か
が
え
よ
う
。

『
学
友
会
報
』
大
正
元
年
度

　
　
　
悌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
　
崎
　
士
　
朗

　
日
麗
な
春
も
一
瞬
の
間
に
去
り
、
新
緑
滴
ら
ん
と
す
る
活
き
た
る

夏
も
夢
の
間
に
終
局
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
吾
人
が
詩
想
を
大
な
ら
し
む
可
く
期
待
し
た
秋
も
又
吹
き
荒

ぶ
木
枯
と
共
に
何
虜
の
国
へ
か
去
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
冬
は
来
た
。
冬
は
再
び
循
り
来
つ
た
の
で
あ
る
。

余
は
飛
び
狂
ふ
地
上
の
巴
卍
字
と
降
り
み
だ
る
s
雪
の
雄
麗
な
る
状
ー

或
は
寒
風
枯
木
を
麗
は
し
壮
烈
な
状
1
を
眺
め
て
は
、
転
た
千
古
の

英
雄
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
想
起
す
る
。

実
に
や
彼
は
一
代
の
英
傑
で
あ
つ
た
。
彼
の
吐
く
一
語
一
句
は
、
魔

王
の
息
と
迄
称
せ
ら
れ
て
居
た
。
以
て
彼
が
所
謂
行
く
と
し
て
可
な

ら
ざ
る
な
き
人
物
で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
が
覗
ひ
知
れ
る
。

彼
の
壮
年
時
代
の
歴
史
は
、
真
に
吾
々
の
如
き
功
名
心
の
勃
々
た
る

者
を
し
て
思
は
ず
快
哉
を
叫
ば
し
む
る
。

併
し
乍
ら
彼
が
コ
ル
シ
カ
の
一
角
に
立
つ
て
、
遙
か
の
天
を
望
ん
で

嘆
じ
、
且
罵
つ
た
声
を
聞
い
て
は
ロ
ハ
感
慨
無
量
！
英
雄
の
末
路
は
悲

惨
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
天
の
一
角
を
望
ん
で
叫
ん
だ
其
声
に
は
、
如
何
ば
か

’
り
深
い
深
い
意
味
が
籠
つ
て
居
た
だ
ら
う
か
。

彼
の
心
情
を
解
し
て
、
彼
の
為
に
悲
痛
の
涙
を
振
つ
た
者
が
幾
人
あ

る
事
だ
ら
う
。

鳴
呼
斯
く
し
て
英
雄
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
死
ん
だ
の
で
あ
る
1
偉
大
な
る

盲
想
を
理
想
化
せ
ん
と
胸
中
に
悶
え
つ
、
。

あ
S
英
雄
の
梯
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
雑
輯
」
）

浜
名
湖

尾
　
崎
　
士
　
郎

　
吾
れ
昨
夏
東
海
道
鉄
道
に
乗
り
て
鎌
倉
に
遊
び
ぬ
。
未
だ
初
旅
な

る
吾
に
は
、
車
窓
よ
り
眺
む
る
景
色
の
変
り
行
く
に
、
如
何
ば
か
り

好
奇
心
を
大
な
ら
し
め
し
事
よ
。

朝
未
だ
暁
近
く
な
る
に
岡
崎
よ
り
乗
り
、
東
す
る
程
に
い
つ
し
か
蒲

郡
も
過
ぎ
、
御
油
も
過
ぎ
ぬ
。
中
間
峻
し
き
山
あ
り
。
雄
渾
壮
快
を

極
む
る
海
あ
り
。
平
担
な
る
畑
あ
り
。
一
瞬
す
る
間
に
変
る
景
色
の

面
白
さ
は
、
又
筆
に
蓋
す
可
く
も
あ
ら
ざ
る
や
。
や
が
て
山
蓋
き
畑

壷
く
れ
ば
、
早
く
も
前
に
は
泌
々
た
る
浜
名
の
大
湖
見
え
初
め
ぬ
。

蒲
郡
よ
り
此
虜
に
至
れ
る
間
、
白
帆
吹
き
満
ち
て
一
碧
の
海
水
暁
光
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を
漂
は
し
、
無
数
の
帆
影
の
水
平
線
を
割
る
か
と
見
え
て
、
其
中
に

真
白
の
帆
は
波
に
映
じ
て
眩
ゆ
き
様
に
光
り
ぬ
。

思
へ
満
眼
の
気
象
総
て
軟
和
に
し
て
、
微
風
の
そ
よ
と
だ
に
も
吹
く

と
し
も
覚
え
ざ
る
を
。

日
漸
く
登
れ
ば
、
新
光
浪
と
相
映
じ
、
亦
美
し
さ
目
も
醒
む
る
ば
か

り
な
り
。

見
渡
す
限
り
総
て
是
れ
水
、
目
に
入
る
も
の
ロ
ハ
白
帆
の
み
。
遙
か
に

見
よ
、
水
天
一
碧
相
接
す
る
の
所
に
、
怒
濤
逆
巻
き
て
頗
る
雄
を
極

む
る
を
。

是
れ
浜
名
湖
の
水
と
太
平
洋
の
水
と
、
相
寄
つ
て
は
放
れ
、
放
れ
て

は
寄
る
所
、
真
や
宇
宙
の
偉
観
と
云
ふ
べ
し
。

静
か
な
る
天
地
を
汽
車
は
只
一
直
線
に
走
り
つ
s
あ
り
。

や
が
て
舞
阪
附
近
に
至
れ
ば
、
既
に
水
無
く
し
て
は
村
落
散
点
の
田

舎
の
み
。

今
一
度
懐
し
き
浜
名
湖
を
と
、
窓
に
椅
れ
ば
微
風
あ
り
、
吾
が
頬
を

か
す
め
て
吹
き
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
紀
行
」
）

　
　
　
短
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
　
崎
　
四
　
郎

病
院
の
窓
辺
に
近
く
寄
り
沿
ひ
て
淋
し
く
咲
け
る
白
百
合
の
花

秋
の
タ
工
場
の
汽
笛
淋
し
く
も
聞
ゆ
る
方
を
眺
め
て
あ
り
ぬ

人
の
顔
つ
く
づ
く
見
れ
ば
何
と
な
く
悲
し
き
事
を
思
ふ
此
頃

窓
押
せ
ば
町
並
遠
く
見
ゆ
る
程
柳
に
煙
る
春
の
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
韻
文
」
）

　
　
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
　
崎
　
士
　
郎

秋
の
夜
や
三
日
月
様
に
詩
を
吟
ず

犬
の
吠
ゆ
る
声
聞
き
て
冬
の
夜
は
明
け
ぬ

水
を
汲
む
人
あ
り
寒
き
霜
の
夜
に

見
上
げ
れ
ば
天
高
き
か
な
秋
の
朝

（
「
韻
文
」
）
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『
学
友
』
両
校
記
念
号
（
大
正
四
年
四
月
発
行
）

　
　
徳
川
家
康
公
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
学
年
　
尾
　
崎
　
士
　
郎

去
年
の
夏
の
事
な
り
き
。

永
き
日
の
徒
然
な
る
儘
に
、
我
れ
一
日
、
郷
村
を
距
る
約
二
里
、
海

水
浴
場
を
以
て
聞
え
た
る
宮
崎
と
言
ふ
に
遊
び
ぬ
。
碧
波
浩
蕩
、
洋
々

た
る
大
海
は
泌
　
と
し
て
霞
み
渡
り
、
其
前
面
に
浮
び
た
る
緑
滴
る

如
き
島
影
を
眺
め
た
る
時
、
我
が
胸
間
を
掩
ひ
し
妄
念
は
恰
も
快
刀

乱
麻
を
断
つ
が
如
く
に
、
払
去
ら
れ
、
神
気
自
ら
清
澄
な
る
を
覚
え

て
、
暫
く
自
然
の
威
力
の
大
な
る
に
感
ぜ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
り
き
。

然
れ
ど
も
足
一
度
浴
場
に
入
る
に
及
び
、
此
方
の
沙
上
、
彼
方
の
岩

間
に
、
幾
多
の
青
年
男
女
が
、
醜
態
を
蓋
し
、
聞
く
に
堪
え
ざ
る
醜

歌
を
稔
り
て
、
騒
ぎ
笑
ふ
の
状
を
眺
め
し
時
、
先
の
爽
気
は
何
時
し

か
去
り
て
、
悪
感
、
妄
念
、
交
々
起
り
、
転
々
人
事
の
無
風
流
な
る

に
感
ぜ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
り
き
。

人
事
の
繁
雑
聞
く
に
堪
え
ず
、
乃
ち
、
杖
を
握
り
て
、
高
地
を
墓
ぢ
、

幾
度
か
倒
れ
ん
と
し
つ
s
、
終
に
人
跡
絶
え
た
る
、
山
顛
に
登
り
ぬ
。

眺
む
れ
ば
、
赫
々
た
る
太
陽
は
漸
く
西
山
に
没
せ
ん
と
し
、
一
望
限

り
な
き
大
海
は
、
白
鳥
の
飛
ぶ
事
の
み
徒
ら
に
旺
に
し
て
暮
色
次
第

に
水
面
を
包
み
来
れ
り
。

我
れ
こ
の
大
な
る
自
然
の
雄
姿
を
眺
め
、
胸
懐
自
ら
爽
然
と
し
快
亦

禁
ず
る
能
は
ず
。

吾
れ
は
愴
然
と
し
て
瞑
想
に
耽
り
き
。
而
し
て
思
ひ
ぬ
。

英
雄
の
一
生
も
亦
彼
の
没
せ
ん
と
す
る
太
陽
の
如
き
も
の
な
る
か
な
。

僅
か
に
、
数
尺
の
草
盧
よ
り
身
を
起
し
、
而
も
一
度
天
下
の
人
心
を

得
る
時
は
、
或
は
革
命
の
炬
火
と
な
つ
て
千
載
の
宮
殿
を
焼
蓋
し
、

或
は
戦
争
の
洪
水
と
為
て
、
万
世
の
社
稜
を
も
押
流
す
。
英
雄
の
事

業
、
洵
に
太
陽
の
出
没
に
似
た
る
も
の
あ
る
か
な
と
。

英
雄
、
時
勢
を
生
ず
る
か
、
時
勢
、
英
雄
を
造
る
か
？
史
家
に
非
る

余
輩
、
敢
て
是
が
解
決
を
求
む
る
事
を
為
さ
ざ
る
も
、
英
雄
が
時
勢

の
建
築
者
！
歴
史
の
創
造
者
な
る
事
は
、
何
人
も
疑
を
容
る
～
の
余

地
な
か
る
べ
し
。

余
輩
、
此
雄
大
な
る
光
景
を
眺
め
、
感
慨
眞
に
無
量
な
り
き
。

而
し
て
、
今
絶
世
の
英
雄
、
時
代
の
建
設
者
、
徳
川
家
康
の
半
面
を

論
ず
る
に
当
り
、
此
数
行
の
感
想
を
以
て
是
が
前
提
と
為
す
も
の
、

豊
、
故
な
し
と
せ
ん
や
。

徳
川
家
康
の
一
生
は
眞
に
完
全
無
欠
な
る
英
雄
の
一
生
な
り
き
。
彼

の
生
涯
を
探
り
て
、
革
命
的
、
反
逆
的
の
行
為
は
毫
も
見
出
す
能
は

ず
。
然
り
。
彼
は
熱
血
的
英
雄
に
は
あ
ら
ざ
り
き
。
彼
は
詩
的
英
雄

に
は
あ
ら
ざ
り
き
。
然
り
と
雛
も
其
堅
実
な
る
思
想
、
遠
大
な
る
抱

負
、
巧
妙
を
極
め
た
る
政
治
は
、
亦
以
て
彼
の
英
雄
的
才
幹
を
諸
す

る
も
の
た
ら
ず
ん
う
あ
ら
ず
。
彼
の
一
生
が
熱
血
的
に
非
り
し
が
故

に
彼
は
往
々
世
の
青
年
子
弟
の
好
ま
ざ
る
所
と
な
れ
り
。
彼
が
詩
的
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英
雄
た
ら
ざ
り
し
が
故
に
へ
世
人
は
屡
々
彼
の
偉
大
を
語
る
事
を
忘

れ
た
り
き
。
然
れ
ど
も
、
筍
も
人
物
を
論
評
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
先

づ
其
、
感
情
的
態
度
を
去
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
余
輩
、
年
少
常
に
功
名

に
憧
憬
す
る
者
、
私
情
を
以
て
論
ず
れ
ば
家
康
は
、
最
も
好
ま
ざ
る

英
雄
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
其
波
瀾
少
き
事
に
於
て
、
其
末
路
の
悲

惨
な
る
ざ
る
事
に
於
て
、
同
情
す
可
く
欣
慕
す
可
き
点
の
甚
だ
勘
少

な
れ
ば
な
り
。
然
れ
ど
も
公
平
な
る
態
度
、
評
論
家
の
態
度
を
以
て

是
を
論
ず
る
時
は
、
最
も
偉
大
な
る
尊
敬
す
可
き
偉
人
な
り
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

蓋
し
、
偉
大
な
る
と
、
好
ま
ざ
る
と
は
自
ら
大
な
る
区
別
あ
れ
ば
な

り
。余
は
信
ず
。
家
康
は
上
下
三
千
年
を
通
じ
て
、
我
国
の
産
み
し
英
雄

中
、
最
も
偉
大
な
る
も
の
な
り
と
。
家
康
に
は
我
国
民
性
を
超
越
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ

た
る
虜
あ
り
。
彼
は
、
天
才
も
風
俗
も
、
共
に
習
て
以
て
模
範
と
為

す
を
得
可
き
人
物
な
り
。
然
ら
ば
、
如
何
な
る
点
が
、
我
国
民
性
を

超
越
し
た
る
か
？
是
れ
吾
人
の
解
か
ん
と
欲
す
る
問
題
な
り
。
素
よ

り
我
国
民
性
は
時
代
に
依
り
て
多
少
の
変
動
を
生
ず
る
事
勿
論
な
れ

ど
近
代
の
歴
史
に
依
て
考
ふ
る
に
、
国
民
一
般
を
通
じ
て
、
感
情
の

発
動
余
り
に
多
く
、
又
其
行
に
疎
く
し
て
、
向
上
革
新
の
念
に
乏
し

く
、
恒
に
旧
態
を
持
し
て
動
か
ざ
る
は
事
実
な
り
。
而
し
て
斯
る
国

民
性
中
よ
り
、
彼
れ
家
康
の
如
き
人
物
を
生
じ
た
る
は
一
種
の
奇
蹟

と
言
は
ざ
る
可
ら
ず
。

彼
は
、
遠
大
の
志
を
以
て
容
易
に
動
か
ず
。
悠
然
と
構
え
て
小
成
を

誇
ら
ず
。
一
歩
一
歩
建
設
し
て
、
大
成
を
期
す
る
は
、
古
今
東
西
其

比
を
見
ず
。

彼
に
信
長
の
覇
気
な
く
、
秀
吉
の
雄
略
に
乏
し
き
は
、
彼
の
往
々
吾

国
民
性
の
間
に
嫌
は
る
s
所
以
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

彼
素
よ
り
、
機
に
臨
ん
で
立
つ
、
投
機
的
風
雲
児
に
非
ず
。
然
れ
ど

も
、
腹
に
壮
図
あ
り
、
胸
に
才
略
あ
り
、
然
も
収
め
て
容
易
に
出
さ

ざ
る
所
は
、
亦
其
人
物
の
豪
宕
な
る
が
故
な
り
。

徳
川
幕
府
三
百
年
の
大
計
は
、
彼
の
沈
勇
と
壮
志
と
に
侯
た
ず
し
て

誰
か
よ
く
是
を
為
さ
ん
や
。

日
本
人
は
狸
に
人
の
殿
誉
に
依
り
て
志
を
変
ず
。
是
投
機
的
分
子
の

多
き
が
故
な
り
。

見
よ
、
昨
日
は
憲
政
擁
護
を
呼
び
し
者
、
今
日
は
官
僚
の
閾
下
に
伏

し
て
哀
を
乞
ふ
の
状
に
あ
ら
ず
や
。
熱
血
的
な
る
は
善
し
、
然
れ
ど

も
、
其
中
に
大
な
る
沈
勇
を
潜
め
ざ
る
可
ら
ず
。
而
し
て
今
後
の
社

会
は
最
も
此
種
の
人
物
を
必
要
な
り
と
す
。

邦
家
の
国
務
益
々
多
端
な
ら
ん
と
し
、
時
に
対
支
問
題
漸
く
紛
糾
を

極
め
ん
と
す
る
の
時
、
余
輩
は
、
現
代
社
会
に
家
康
主
義
の
人
物
少

き
事
を
嘆
ず
る
事
頗
る
切
な
り
。

あ
s
人
の
一
生
は
重
荷
を
負
ふ
て
遠
路
を
行
く
に
似
た
り
。
此
の
考

を
有
す
る
人
に
し
て
始
め
て
、
国
家
の
政
治
を
任
す
を
得
可
し
。
あ

は
れ
、
家
康
去
り
て
数
千
載
！
段
戸
は
葺
え
、
矢
作
は
叫
ぶ
も
、
三

河
の
地
依
然
と
し
て
人
な
し
　
臆
！
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